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1. はじめに 

大都市圏で開催される大阪・関西万博(2025年)では、

来場者交通処理の問題が課題となると考えられる。大

阪・関西万博基本計画が策定され来場者輸送計画の骨

子が提示されている 1)。本研究では、公共交通機関に

着目して現実的な交通運用方策を検討する。具体的に

は、地下鉄・シャトルバスの運行可能容量を算出する。

また来場者需要の時間シフトを考慮した運用方策を提

案する。 

 
2.  大阪・関西万博の交通計画 

本研究では、公共交通における来場者需要を推計す

るため、地下鉄の輸送可能容量を算定する。 

図 1 に地下鉄における来場者需要予測手順を示す。 

 
図 1 来場者需要予測手順(地下鉄) 

具体的には、①最多来場時間帯(1 時間)の来場者数

を推計する。② 1 時間あたりの公共交通利用来場者

数を求める。③ゲート処理可能人数と地下鉄混雑度上

限を、地下鉄輸送の最大容量とする。なお混雑度の算

定では平常時利用者を含めたものとする。④地下鉄の

超過輸送量を基に、シャトルバスでの輸送計画を検討

する。 

つぎに、来場者輸送における標準状態(最大来場日)に

おける各種想定値を示す。図 2 に、博覧会会場への主

な交通機関および機関分担率を示す。 

 

図 2 大阪・関西万博における公共交通機関 1) 

会期中の総来場者数は 2,820 万人、1 日最大 28.5 万

人と想定されている 1)。来場交通手段は地下鉄・シャ

トルバス・自動車で、機関分担割合は 41:22:37 であ

る。すなわち公共交通が占める割合は 63%となる。

また、地下鉄利用者は東ゲート(24,000 人/h)を、シャ

トルバス・自動車(P&R 利用)利用者が西ゲート

(35,000 人/h)を利用する。さらに、最多来場時間帯に

おけるピーク率は 20%と想定されている。 

以上の想定値を公共交通来場者需要の標準状態と

し、地下鉄・シャトルバスの輸送量を推計する。 

 
3.  公共交通機関輸送に関する基礎分析 

前項で述べた基本計画等の数値を踏まえ、公共交通

における標準設定時の交通状態を示す。大阪・関西万

博における鉄道輸送に関しては、既存の地下鉄中央線

の延伸のみが計画されている。すなわち、超過輸送量

分のシャトルバスによる輸送を検討する。図 3 に中央

線の設定混雑度と超過輸送量の関係を示す。 

 
図 3 設定混雑度と超過輸送量との関係(地下鉄) 

地下鉄中央線は 6 両編成(定員 820 人)で、平日朝ラッ

シュ時間帯で 16 本(/h)の運行 3)であるため、定員乗車

時の最大輸送量は 13,120 人(/h)である。すなわち、来

場者交通に対する地下鉄輸送可能量は「13,120×(混雑

度)-(平常時利用者数)」となる。地下鉄中央線の平日ピ

ーク時混雑度を 135%とした場合 23,189 人、同様に混

雑度を御堂筋線平日ピーク時と同等の 142%とした場

合、22,271 人の過剰交通量が発生する 3）。 

つぎに、地下鉄で超過した来場者輸送量分を、シャト

ルバスで輸送する場合の輸送可能量について検討する。 

図 4 に、シャトルバスのターミナルと各ターミナル

の 1 日あたりの便数を示す。 
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図 4 シャトルバスの運行イメージ 2) 

シャトルバスは 1 日に 1,130 便運行される。標準状態

において全便数の 20%がピーク時間帯に運行される場

合、226 便(/h)が運行される。車両定員が 50 人/台の場

合、輸送容量は 11,300 人(/h)となる。したがって、標準

状態において、混雑度 200%を上限として来場者輸送

を行うと、3,361 人(/h)の輸送超過となる。 

 
4.  公共交通機関輸送の課題と方策 

大阪・関西万博の公共輸送計画に関して、地下鉄・シ

ャトルバスの両面から輸送可能量の設定を行った。こ

こでは、一定の公共交通機関のインフラ整備計画を踏

まえて、日常的な変動需要の対応について考える。 

(1) 公共交通機関可能輸送量 

ここでは来場者需要の時間帯分布を想定する。具体

的には類似施設としてユニバーサルスタジオジャパン

(大阪市)における観測値を参考とする 4)。同様の時間変

動を想定して、来場者時間帯分布を作成した。 

このとき標準値として基本計画で想定された交通機

関分担割合を利用する。一方既存研究では、大阪・関

西万博の意識調査を実施しており、基本計画設定値よ

りも公共交通の分担割合が大きく算定されている。 

図 5 に時間帯交通量を描いている。 

 
図5 時間帯別来場者分布 

地下鉄・シャトルバスの最大輸送量を合計して公共

交通機関可能輸送量を算定した。具体的には図 5 の水

準線がこれに対応している。すなわち、ピーク時間帯

に於いては過大な来場者交通が発生していることにな

り、地下鉄の混雑度では 220%の状態となる。 

(2) 来場者需要の平準化 

来場者交通がピーク時間に集中する問題に対応する

には、来場者交通の発生時間帯を平準化する必要があ

る。具体的にはオフピークチケット等による博覧会需

要の分散が必要である。ここでは試算として午後の時

間帯の割引入場を想定する。具体的には、図 5 の午前

中の来場者需要が一律に午後にシフトする場合を想定

する。表 1 に交通需要の変化分と地下鉄混雑度を示す。 

表 1：ピーク時間帯の需要変化と地下鉄混雑度 

 
これより適度な交通需要の時間的シフトにより交通

状況が改善されることが分かる。 

5.  おわりに 

大阪・関西万博の来場者輸送問題について公共交通

機関の運用面から考察を行った。本研究の主要な成果

は以下のように整理できる。  

①大阪・関西万博の公共交通機関の来場者交通処理

に関して、地下鉄混雑度と入場ゲートの来場者処理を

勘案した最大可能輸送量を試算した。  

②来場者交通需要量の時間変動を想定して、ピーク

時交通需要の想定を行った。特に意識調査結果を参考

にして交通機関分担割合を修正している。  

③来場者交通混雑に対する具体的方策としてオフピ

ーク時への来場需要のシフトを提案した。この結果、

ピーク時間帯割合の減少効果が期待できる。  

今後の課題として、交通機関分担を考慮した需要対

応策、来場者への交通情報提供等の検討が挙げられる。  

なお本研究に於いて、計算機処理に関西大学環境都

市工学部井ノ口弘昭准教授に、資料整理に関西大学学

生釜本裕貴さんのご協力を得た。ここに記し感謝の意

を表する次第である。 
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